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●しみんの広場

し
み
ん  

広
場

の

もくじ

す
ご
い
人 

す
ご
い
規
模
！ 

〝
上
海
万
博
〞体
験
ル
ポ

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り

　

こ
ん
に
ち
は
。広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
山
内
真
由
美
で
す
。私
は
中

国
の
上
海
生
ま
れ
。皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
、現
在
、２
０
１
０

年
上
海
国
際
博
覧
会
が
、　

月　

日（
日
）ま
で
上
海
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。里
帰
り
を
兼
ね
て
、上
海
万
博
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
上
海
万
博
。た
く
さ
ん
の
パ

ビ
リ
オ
ン
だ
け
で
な
く
、世
界
各
地
の〝
ご
ち
そ
う
〞

を
味
わ
え
る
の
も
楽
し
み
の
一つ
で
す
。さ
ま
ざ
ま
な

国
の
歴
史
や
文
化
を
体
感
し
、環
境
保
護
や
都
市
発

展
の
た
め
の
知
恵
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日本で見られるライチは、
小さくて冷凍した物が多
いですが、上海のものは
直径５cmほど。中身は白
濁色、寒天状で甘くおい
しいです。クィエンは固い
皮に包まれた２cmほどの
木の実で、甘くてさわやか
な味がします。特に、お産
をするときには「力にな
る」といわれています。

♥面白かったパビリオン紹介
＊カザフスタン館
テーマは「アスタナ～ユーラシア大陸の
心」。館内には、カザフスタンの過去と現
在と未来が展示されているそうです。
＊ウズベキスタン館
テーマは「ウズベキスタン：文明の合
流」。パビリオンの外観は波の形をした
鏡面の構造を用い、光と影の変化によっ
て色が変わります。
＊イスラエル館
テーマは「イノベーションで生活をより素
晴らしくー自然・歴史・未来と対話ー」。建
物は流線型で環をつくった両手や貝に
似ています。 山内真由美

ま　 ゆ　　み
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地
域
の
話
題（
赤
羽
根
校
区
）　

     　
　

 　

 

４
ペ
ー
ジ

　

中
部
国
際
空
港
か
ら
飛
び
立
ち
、約
２
時
間
で

上
海
空
港
へ
到
着
。私
の
実
家
は
、空
港
か
ら
車
で

　

分
く
ら
い
の
所
に
あ
り
ま
す
。２
年
ぶ
り
の
上
海

で
し
た
が
、帰
国
す
る
た
び
に
あ
ち
ら
こ
ち
ら
が
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

私
は
、上
海
万
博
の
会
場
へ
３
日
間
通
い
ま
し

た
。今
、中
国
の
学
校
は
夏
休
み
中（
７
〜
８
月
）で

す
の
で
、本
当
に
た
く
さ
ん
の
人
が
い
ま
し
た
。

　

上
海
万
博
の
テ
ー
マ
は
、「
よ
り
良
い
都
市
、よ
り

良
い
生
活
」で
、２
４
６
の
国
・
機
関
が
参
加
し
て
い

ま
す
。私
は
、中
国
国
家
館
と
日
本
館
に
は
ど
う
し

て
も
入
り
た
か
っ
た
の
で
、暑
い
な
か
す
ご
い
人
の
列

に
家
族
で
手
分
け
し
て
並
び
ま
し
た
。

 　

中
国
国
家
館
の
テ
ー
マ
は
、都
市
発
展
に
お
け
る

中
華
の
知
恵
で
す
。中
国
文
化
の
精
神
や
気
質
が

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。パ
ビ
リ
オ
ン（
写
真
右
上
）の

写
真
を
撮
っ
た
の
で
す
が
、あ
ま
り
に
も
大
き
く
て

写
真
に
は
全
体
が
入
り
ま
せ
ん
。下
の
ほ
う
に
小
さ

く
写
っ
て
い
る
の
が
来
場
者
で
す
の
で
、ど
れ
だ
け
大

き
い
の
か
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

館
内
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、北
宋
時
代
の
国

家
級
の
名
画
と
い
わ
れ
る「
清
明
上
河
図
」が
再
現

さ
れ
て
い
ま
し
た
。１
０
０
０
年
も
前
の
有
名
画
に

描
か
れ
た
人
物
な
ど
が
、ま
る
で
映
画
の
よ
う
に
動

き
、古
代
人
の
知
恵
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、北
京
館
、天
津
館
、河
北
館
、山

西
館
、内
モ
ン
ゴ
ル
館
、吉
林
館
、黒
龍
江
館
な
ど
中

国
の
各
省
の
館
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

日
本
館
は
、水
資
源
や
地
球
環
境
問
題
に
取
り

組
む
活
動
や
技
術
な
ど
を
紹
介
す
る
パ
ビ
リ
オ
ン

で
す
。愛
称
は「
紫
蚕
島
」で
、中
国
語
で
は「
ズ
ー

ツ
ァ
ン
ダ
オ
」と
読
み
ま
す
。蚕
は
、中
国
で
は
不
老

不
死
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

パ
ビ
リ
オ
ン
は
３
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
て
い
て
、中

国
文
化
と
交
流
し
つ
つ
発
展
し
て
き
た
日
本
文
化

の
展
示
、自
然
と
の
共
生
を
特
色
と
す
る
日
本
文

化
の
紹
介
、「
ト
キ
」を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
の
会
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
中
で
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
一
番
気
に
入
り

ま
し
た
。「
昆
劇
」と
日
本
の
伝
統
芸
能「
能
」が
あ

わ
さ
っ
た
、日
中
共
同
演
出
の
ラ
イ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

で
す
。「
昆
劇
」と
は
、田
原
市
の
友
好
都
市
で
あ
る

中
国
の
昆
山
市
の
伝
統
芸
能
で
す
の
で
、よ
り
親
し

み
を
持
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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ず

ぺ
き
ん

き
つ
り
ん

こ
く
り
ゅ
う
こ
う

て
ん
し
ん

か
ほ
く

さ
ん

せ
い

上
海
万
博
へ

日
本
館
で〝
和
〞の
魅
力
を
体
感

中
国
国
家
館
で
歴
史
を
再
認

上
海
市
場
で
見
つ
け
た
食
べ
物

●ライチ

●日本館

●中国国家館●ウズベキスタン館●イスラエル館（左）●大韓民国館

●カザフスタン館 ●マカオ館●ベトナム館

●クィエン●ピーナツ菓子

●ピータン（左）
　とお菓子　

※

中
国
の
宋
代
の
都
を
描
い
た
絵
巻
物
で
、
都
城
内
外

　

の
に
ぎ
わ
い
の
様
子
な
ど
を
伝
え
る
歴
史
的
に
も
貴

　

重
な
資
料
で
す
。

※

你好
ニイ ハ

オ
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●しみんの広場

し
み
ん  

広
場

の

もくじ

す
ご
い
人 

す
ご
い
規
模
！ 

〝
上
海
万
博
〞体
験
ル
ポ

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り

　

こ
ん
に
ち
は
。広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
山
内
真
由
美
で
す
。私
は
中

国
の
上
海
生
ま
れ
。皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
、現
在
、２
０
１
０

年
上
海
国
際
博
覧
会
が
、　

月　

日（
日
）ま
で
上
海
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。里
帰
り
を
兼
ね
て
、上
海
万
博
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
上
海
万
博
。た
く
さ
ん
の
パ

ビ
リ
オ
ン
だ
け
で
な
く
、世
界
各
地
の〝
ご
ち
そ
う
〞

を
味
わ
え
る
の
も
楽
し
み
の
一つ
で
す
。さ
ま
ざ
ま
な

国
の
歴
史
や
文
化
を
体
感
し
、環
境
保
護
や
都
市
発

展
の
た
め
の
知
恵
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日本で見られるライチは、
小さくて冷凍した物が多
いですが、上海のものは
直径５cmほど。中身は白
濁色、寒天状で甘くおい
しいです。クィエンは固い
皮に包まれた２cmほどの
木の実で、甘くてさわやか
な味がします。特に、お産
をするときには「力にな
る」といわれています。

♥面白かったパビリオン紹介
＊カザフスタン館
テーマは「アスタナ～ユーラシア大陸の
心」。館内には、カザフスタンの過去と現
在と未来が展示されているそうです。
＊ウズベキスタン館
テーマは「ウズベキスタン：文明の合
流」。パビリオンの外観は波の形をした
鏡面の構造を用い、光と影の変化によっ
て色が変わります。
＊イスラエル館
テーマは「イノベーションで生活をより素
晴らしくー自然・歴史・未来と対話ー」。建
物は流線型で環をつくった両手や貝に
似ています。 山内真由美
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ジ

　

中
部
国
際
空
港
か
ら
飛
び
立
ち
、約
２
時
間
で

上
海
空
港
へ
到
着
。私
の
実
家
は
、空
港
か
ら
車
で

　

分
く
ら
い
の
所
に
あ
り
ま
す
。２
年
ぶ
り
の
上
海

で
し
た
が
、帰
国
す
る
た
び
に
あ
ち
ら
こ
ち
ら
が
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

私
は
、上
海
万
博
の
会
場
へ
３
日
間
通
い
ま
し

た
。今
、中
国
の
学
校
は
夏
休
み
中（
７
〜
８
月
）で

す
の
で
、本
当
に
た
く
さ
ん
の
人
が
い
ま
し
た
。

　

上
海
万
博
の
テ
ー
マ
は
、「
よ
り
良
い
都
市
、よ
り

良
い
生
活
」で
、２
４
６
の
国
・
機
関
が
参
加
し
て
い

ま
す
。私
は
、中
国
国
家
館
と
日
本
館
に
は
ど
う
し

て
も
入
り
た
か
っ
た
の
で
、暑
い
な
か
す
ご
い
人
の
列

に
家
族
で
手
分
け
し
て
並
び
ま
し
た
。

 　

中
国
国
家
館
の
テ
ー
マ
は
、都
市
発
展
に
お
け
る

中
華
の
知
恵
で
す
。中
国
文
化
の
精
神
や
気
質
が

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。パ
ビ
リ
オ
ン（
写
真
右
上
）の

写
真
を
撮
っ
た
の
で
す
が
、あ
ま
り
に
も
大
き
く
て

写
真
に
は
全
体
が
入
り
ま
せ
ん
。下
の
ほ
う
に
小
さ

く
写
っ
て
い
る
の
が
来
場
者
で
す
の
で
、ど
れ
だ
け
大

き
い
の
か
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

館
内
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、北
宋
時
代
の
国

家
級
の
名
画
と
い
わ
れ
る「
清
明
上
河
図
」が
再
現

さ
れ
て
い
ま
し
た
。１
０
０
０
年
も
前
の
有
名
画
に

描
か
れ
た
人
物
な
ど
が
、ま
る
で
映
画
の
よ
う
に
動

き
、古
代
人
の
知
恵
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、北
京
館
、天
津
館
、河
北
館
、山

西
館
、内
モ
ン
ゴ
ル
館
、吉
林
館
、黒
龍
江
館
な
ど
中

国
の
各
省
の
館
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

日
本
館
は
、水
資
源
や
地
球
環
境
問
題
に
取
り

組
む
活
動
や
技
術
な
ど
を
紹
介
す
る
パ
ビ
リ
オ
ン

で
す
。愛
称
は「
紫
蚕
島
」で
、中
国
語
で
は「
ズ
ー

ツ
ァ
ン
ダ
オ
」と
読
み
ま
す
。蚕
は
、中
国
で
は
不
老

不
死
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

パ
ビ
リ
オ
ン
は
３
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
て
い
て
、中

国
文
化
と
交
流
し
つ
つ
発
展
し
て
き
た
日
本
文
化

の
展
示
、自
然
と
の
共
生
を
特
色
と
す
る
日
本
文

化
の
紹
介
、「
ト
キ
」を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
の
会
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
中
で
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
一
番
気
に
入
り

ま
し
た
。「
昆
劇
」と
日
本
の
伝
統
芸
能「
能
」が
あ

わ
さ
っ
た
、日
中
共
同
演
出
の
ラ
イ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

で
す
。「
昆
劇
」と
は
、田
原
市
の
友
好
都
市
で
あ
る

中
国
の
昆
山
市
の
伝
統
芸
能
で
す
の
で
、よ
り
親
し

み
を
持
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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和
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力
を
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で
歴
史
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場
で
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け
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食
べ
物
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地域
発!

私
た
ち
の
赤
羽
根
校
区
で
は
、
平
成

19
年
３
月
に
策
定
し
た
校
区
ま
ち

づ
く
り
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
活
性

化
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
ふ
れ
あ
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
一
つ
と
し
て
、「
赤

羽
根
夏
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

海
辺
で
楽
し
む
　
夏
の
宵

　

梅
雨
が
明
け
、
夏
祭
り
に
絶
好
の
天
気

に
恵
ま
れ
た
７
月
17
日
（
土
）
夜
、
赤
羽

根
ロ
コ
パ
ー
ク
（
赤
羽
根
西
海
岸
）
と
道

の
駅
あ
か
ば
ね
ロ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

開
催
し
た
「
赤
羽
根
夏
祭
」
に
は
、
約

５
０
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
り

は
、
地
域
の
交
流
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

意
識
の
高
揚
と
地
域
の
人
材
育
成
を
目
的

地
域
の
話
題

赤
羽
根
校
区

「
祭
り
」で
は
ぐ
く
む
郷
土
愛

▲にぎわう夜店

雄
大
な
太
平
洋
に
面
し
、
赤
羽
根
漁
港
や

道
の
駅
あ
か
ば
ね
ロ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
赤
羽
根
校
区
。

今
年
か
ら
始
ま
っ
た
﹁
赤
羽
根
夏
祭
﹂
に
つ
い
て
、

校
区
総
代
さ
ん
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

に
、
今
年
か
ら
始
め
た
も
の
で
、
盆
踊
り

大
会
を
中
心
に
、
太
鼓
、
ラ
イ
ブ
、
夜
店
、

ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
お
た
の
し
み

抽
選
会
、
Ｂ
ビ
ー
エ
ム
エ
ッ
ク
ス

Ｍ
Ｘ
シ
ョ
ー
、
手
筒
花
火
な

ど
を
催
し
ま
し
た
。

　

道
の
駅
あ
か
ば
ね
ロ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

前
で
は
、
商
工
会
な
ど
に
よ
る
夜
店
が
開

か
れ
、
ゲ
ー
ム
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
対
決
に
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
ま
し

た
。
ま
た
、
う
ど
ん
や
だ
ん
ご
、
焼
き
鳥

な
ど
の
お
店
の
前
に
も
、
長
い
行
列
が
で

き
ま
し
た
。

　

盆
踊
り
を
行
っ
た
広
場
の
中
央
に
は
、

立
派
な
や
ぐ
ら
を
建
て
、
そ
の
周
り
に
は

幾
重
に
も
人
の
輪
が
で
き
ま
し
た
。
浴
衣

姿
の
人
も
多
く
、
み
ん
な
楽
し
そ
う
に

踊
っ
て
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

祭
り
の
最
後
に
は
、手
筒
花
火
を
揚
げ
、

大
き
な
音
に
降
り
注
ぐ
火
の
粉
、
そ
し
て

最
後
に
響
く
爆
音
に
、
観
衆
か
ら
ひ
と
き

わ
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
祭
り
の
意
義

　

こ
の
「
赤
羽
根
夏
祭
」
は
、
赤
羽
根
校

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
、
田
原
市
商
工

会
、
田
原
市
サ
ー
フ
ィ
ン
協
会
な
ど
地
域

の
諸
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
開
催
し
た
も

の
で
す
。
す
そ
野
の
広
い
、
手
づ
く
り
の

祭
り
と
し
て
成
功
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
人
々
の
連
帯
感
や
、
幼
い
子
ど

も
た
ち
の
郷
土
愛
を
深
め
る
た
め
に
も
、

こ
う
し
た
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
の
持
つ
意

義
は
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●しみんの広場

▲和やかな盆踊り

▲盛り上がった手筒花火
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日時　 イベント名・内容 会場など 問い合わせ・連絡先

9/4 圡
19:00 ～

第４１回あつみロビーコンサート
　～ジャジーナイト・イン・アツミ～

渥美文化会館
多目的ホール＆ラウンジ
＊ 1000 円（ドリンク付）

あつみロビーコンサート事務局
☎　 32局 3963（森下）

9/5 ㊐
14:00 ～

第９回サロンコンサート
　～ショパン・ピアノコンサート～

田原文化会館多目的ホール
＊一般前売 1300 円
　（当日 1500 円）
＊高校生以下 500 円

田原市楽友協会
☎ 22 局 0666（森下）
☎　 23局 2683（金子）

市民と市役所でつくるページ♥あなたのニュースも募集中！田原市民活動支援センター
₁ ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週金・土・日曜 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
₂ このページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局 1111（内線812）※開設時間のみ　 23局0180　 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

募集
情報

どすごい交流会実行委員会の委員を募集中！

日時　

9/4 圡

イベント

情報

市民活動を応援するページ

➡このコーナーに掲載する情報を募集中！頁下段の連絡先まで。市民活動ニュース

田原JC～『地域の魅力T
た は ら

AHARA箱』
ご活用ください！“渥美半島の魅力の発信源”
　私たち社団法人田原青年会議所（田原 JC）は、
４月 26 日（月）、田原文化会館へ『地域の魅力
TAHARA 箱』を設置しました。この箱には、市
内全 20 校区の歴史・文化・産業・観光資源など
地域の魅力や宝となる情報を、カードに記して収
めてあります。皆さんが、自分の住む校区の魅力
や他の校区の魅力を知り、もっと渥美半島に愛着
を持っていただけることを願い、企画しました。
　カードは、自由に見ることができます。また、
備え付けのカードに皆さんが情報を書いて、箱に
応募することもできます。田原文化会館にお越し
の際は、ぜひ『地域の魅力 TAHARA 箱』の引き
出しを開けてみてください。

▼（社）田原青年会議所☎ 23 局 2740
　　　http://www.taharajc.jp/

●しみんの広場

市民活動紹介

▲「地域の魅力TAHARA箱』は、田原文化会館文化ホール前に設置中

◉募集人員　10名（東三河全体）
◉対象者　　市民活動を行っている方および興味のある方
◉活動内容　実行委員会（平日夜・月１回程度）への参加と、交流会の企画・運営
　　　　　　※開催時間は実行委員の話し合いにより決定・変更を行います。
◉その他　　謝礼・交通費などの支給はありません。
◉応募方法　９月17日㊎までに、任意の用紙に住所・氏名・性別・年齢・連絡先を記入のうえ、
　　　　　　直接またはFAX・Ｅメールにて
◉応募・問い合わせ先　市民協働課 ☎23局3504　 23局0180　 kyoudou@city.tahara.aichi.jp

　東三河市民活動推進協議会（田原・豊橋・豊川・蒲郡・新城の東三河５市で構成）が開催する、市民活動団
体の交流会『どすごい交流会』の企画・運営に参加していただける方を募集しています。
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２5

学校生活の一コマ

を紹介

　　 大草小学校 「大草場所」
　　本気のぶつかりあい　はっけよいのこった！
　　
　大草小学校には、市内唯一の土俵があり、年３回、同小学
校児童による『大草場所』を開催します。第１回は「健康相
撲体操」から始まり、全校児童が紅白に分かれた縦割り班
対抗の相撲を行います。第２回は、現役力士を招いての「ふ
れあい相撲」です。大きなお相撲さんを前に、臆

お く

することな
く挑む子どもたちには驚かされます。第３回は、運動会で
の全校男子児童による紅白戦です。今までの練習の成果が
表れる結びの一番で、観客も応援に力が入ります。相撲を
通して、子どもたちに体力づくりだけでなく、日本の文化
や伝統も学んで欲しいと願っています。

　　 六連小学校「自然のさと」
　　「魅力ある学校づくり事業」自然とふれ合おう
　　
　六連小学校では、子どもたちが生き生きと楽しく活動で
きる場所として、運動場の南側に池や小川を整備したり、畑
を作ったりしました。池の水面を覆っていたハスを取り除
くと、ゆうゆうと泳ぐコイやフナ、底を歩くザリガニの姿も
見られるようになりました。小川にも小さな生き物がいっ
ぱいいます。放課になると、子どもたちが池や小川の周りに
集まり、「ザリガニだ」「ヤゴもいるよ」などと目を輝かせ、楽
しそうに話す大きな声が聞こえてきます。身近な自然にふ
れる機会が増え、子どもたちは生き物の成長を通して季節
の変化を感じ、自然の大切さを学んでいます。

 泉小学校 「泉音頭」
みんなで踊ろう！みんなでつなごう！

　泉小学校では、地域への愛着と〝ふるさと泉〟を誇りに思
う心をはぐくむため「ふるさと教育推進事業」に取り組ん
でいます。泉地区に昔から伝わる泉音頭は、以前は盆踊り
で盛んに踊られていたそうですが、今では踊る機会も少な
くなってきました。昨年９月の保・小・中合同運動会で、み
んなで踊ろうと取り入れたところ、「懐かしかった」「うれ
しかった」「来年も一緒に踊りたい」などの声が寄せられ
ました。９月18日（土）に開催する合同運動会では、もっと
もっと大きな踊りの輪が広がるようにしたいと思ってい
ます。

　今回は、学校生活の中から、相撲による体力づくりや地域に
伝わる踊りを通したふるさと教育、「魅力ある学校づくり事
業」で整備した自然のさとをご紹介します。 ●学校教育課２３局３６７９

▲昨年の運動会の紅白相撲

▲みんなで輪になって踊る様子

◦自然のさとで生き物を観察す
　る子どもたち

平成 22年 8月15日   　  　　　　　　　　│ 6 │



7

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

縄
文
体
験
イ
ベ
ン
ト
が
シ
ェル
マ
よ
し
ご
で
開
催
さ

れ
、７
組
15
名
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。竪た

て
あ
な穴
式

住
居
を
作
っ
た
り
、黒こ
く
よ
う
せ
き

曜
石
の
刃
物
で
料
理
を
作
っ
た

り
と
、額
に
汗
を
浮
か
べ
な
が
ら
縄
文
人
の
苦
労
や

生
活
の
知
恵
を
体
験
し
た
こ
の
催
し
は
、便
利
な
現

代
の
生
活
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

気
分
は
す
っ
か
り

縄
文
人
!?

７
月
24
日［
土
］

　

あ
つ
ま
れ
!!
得
す
る
サ
マ
ー
フ
ェ
ア
２
０
１
０
が

田
原
文
化
会
館
一帯
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。エコ
関
連

企
業
の
ブ
ー
ス
が
出
展
し
た「
た
は
ら
エコエ
ネ
ル
ギ
ー

フ
ェス
タ
」を
は
じ
め
、「
あ
い
ち
い
き
も
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
」「
工
作
教
室
」な
ど
、約
６
０
０
０
名
の
来
場
者

で
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

第
55
回
愛
知
県
消
防
操
法
大
会
が
愛
知
学
院
大

学
グ
ラ
ウ
ン
ド（
日
進
市
）で
開
催
さ
れ
、田
原
市

消
防
団
代
表
の
赤
羽
根
分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

︻
出
場
メ
ン
バ
ー
︼大
武
功こ

う

じ治（
指
揮
者
）・
伊
藤

康や
す
ふ
み文（
１
番
員
）・
杉
原
斉ひ

と
し（
２
番
員
）・
杉
原
大だ

い

き輝（
３

番
員
）・
藤
目
裕ゆ

う

や也（
補
助
員
）／
敬
称
略

▲牛乳パックでキャンディボックスなどを作る参加者たち

▲竪穴式住居を前に、完成の喜びで笑みがこぼれる参加者たち

▲「小型ポンプ操法の部」において、９位と健闘しました。

み
ん
な
で
参
加
！

エ
コ
に
親
し
む

日
ご
ろ
の
訓
練
の

成
果
を
競
う

７
月
25
日［
日
］

７
月
24
日［
土
］
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▼
募
集
人
員
＝
若

干
名　

▼
対
象
＝

保
育
士
資
格
が
あ

る
方　

▼
採
用
期

間
＝
平
成
23
年
３

月
31
日
ま
で　

▼
勤
務
場
所
＝
市
内
保
育
園　

▼
勤
務
形

態
＝
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時　

▼
賃
金
＝
時
給

１
１
０
０
円　

▼
申
し
込
み
＝
９
月
13
日

（
月
）
ま
で
に
子
育
て
支
援
課
に
あ
る
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23
局
３
５
１
３　

23
局
３
５
４
５

　

愛
す
る
家
族
や
友
人
が
、
目
の
前
で

倒
れ
た
と
き
、
あ
な
た
は
何
が
で
き
ま
す

か
？
命
を
救
う
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
エ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い
を

学
ぶ
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に
、
鈴
木
敏
男

さ
ん
（
大
草
町
）
と
小
野
忠
弘
さ
ん
（
高

松
町
）
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
22
年
７
月
１
日
か
ら
３

年
間
で
す
。

▼
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２　

23
局
３
５
４
５

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
日
時
＝
９
月
11
日
（
土
）
午
前
９
時
～

正
午　

▼
場
所
＝
渥
美
文
化
会
館
（
旧
中

央
公
民
館
）
▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
９
月

10
日
（
金
）
ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
）

▼
そ
の
他
＝
講
習
を
修
了

し
た
方
に
修
了
証
を
交
付

▼
消
防
署
渥
美
分
署

☎
33
局
０
１
１
９　

32
局
２
４
７
９

　

atum
ib@

city.tahara.aichi.jp

▼
種
類
＝
第
４
回
：
乙
種
全
類
・
丙
種
、
第

５
回
：
乙
種
第
４
類
・
丙
種　

▼
対
象
＝

一
般　

▼
試
験
日
＝
第
４
回
：
10
月
10
日

（
日
）、
第
５
回
：
10
月
31
日
（
日
）
▼
場
所

＝
名
古
屋
市
内　

▼
申
し
込
み
＝
９
月
６

日
（
月
）
～
15
日
（
水
）
の
期
間
に
消
防
本

部
（
市
役
所
南
庁
舎
３
階
）
ま
た
は
消
防

署
・
各
分
署
に
あ
る
受
験
願
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
提
出　

▼
そ
の
他
＝
テ
キ

ス
ト
、
事
前
講
習
会
お
よ
び
電
子
申
請
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
消
防
課　

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

　

人
と
海
の
接
点
で
あ
る
「
な
ぎ
さ
」
を

通
じ
、
そ
の
役
割
と
大
切
さ
を
認
識
し
、

豊
か
で
美
し
い
「
な
ぎ
さ
」
を
守
り
再
生

す
る
方
策
に
つ
い
て
講
演
や
活
動
報
告
な

ど
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
９
月
９
日
（
木
）
午
後
１
時
～

５
時
（
開
場
：
午
後
０
時
30
分
）　

▼
場

所
＝
豊
橋
市
公
会
堂
（
豊
橋
市
八
町
通

二
丁
目
22
番
地
）　

▼
内
容
＝
①
基
調
講

演
：
国
土
交
通
省
河
川
局
海
岸
室
長　

②

特
別
講
演
：
九
州
大
学
大
学
院
准
教
授　

清
野
聡
子
氏　

③
活
動
報
告
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
表
浜
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表　

田
中
雄
二

氏　

④
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
：

テ
ー
マ
「
愛
知
の
な
ぎ
さ
～
遠
州
灘
か
ら

～
」　

▼
定
員
＝
６
０
０
名　

▼
参
加
料

＝
無
料　

▼
そ
の
他
＝
事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

な
お
、
駐
車
場

に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
公

共
交
通
機
関
な

ど
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
建
設
部
河
川
課

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
５
５
６

　

http://w
w

w
.pref.aichi.jp/kasen/

田
原
市
臨
時
職
員

（
臨
時
保
育
士
）

人
権
擁
護
委
員

第
４・５
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

全
国
な
ぎ
さ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
愛
知

普
通
救
命
講
習
会　

受
講
者
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フ
ェ
リ
ー
利
用
当
日
を
含
む
２
日
間
に

限
り
、
乗
船
券
の
半
券
（
領
収
書
）
を
提

示
す
る
と
割
引
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
施
設

が
増
え
ま
し
た
。

▼
期
間
＝
９
月
30
日
（
木
）
ま
で　

▼
割

引
施
設
な
ど
＝
表
の
と
お
り

▼
田
原
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

　

９
月
８
日
（
水
）
の

午
前
９
時
～
正
午
ご
ろ

ま
で
、
赤
羽
根
文
化
広

場
で
消
防
署
が
愛
知
県

防
災
航
空
隊
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
と
の
合
同
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
安
全
の
た
め
一
時
的
に

周
辺
道
路
の
通
行
制
限
を
行
い
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
雨
天

や
荒
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署

☎
45
局
４
１
１
９　

45
局
４
１
２
０

　

消
費
者
問
題
・
多
重
債
務
な
ど
で
お
困

り
の
方
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
９
月
16
日
（
木
）
午
後
１
時
～

３
時（
要
予
約
╱
相
談
時
間
は
30
分
程
度
）

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

▼
相
談
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
電
話

に
て

▼
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２　

23
局
３
５
４
５

　

日
本
人
の
死
亡
原
因
の
６
割
は
、
高
血

圧
や
脂
質
異
常
な
ど
の
生
活
習
慣
病
で
す
。

生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
、メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
も
予
防
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
対
象
者
に
は
受
診
券
が
郵
送
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
自
分
の
健
康
を
守
る

た
め
に
も
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間
＝
12
月
31
日
ま
で
の
診
療
時
間
内

▼
場
所
＝
市
内
指
定
医
療
機
関　

▼
持
ち

物
＝
受
診
券
・
保
険
証　

▼
費
用
＝
自
己

負
担
分
は
無
料　

▼
そ
の
他
＝
健
診
は
な

る
べ
く
空
腹
で
受
け
ま
し
ょ
う
。
受
診
券

を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
再
発
行
し
ま
す
。

お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９　

23
局
４
２
７
０

▼
日
時
＝
９
月
６
日
（
月
）
～
12
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
（
土
・
日
曜

日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）　

▼
相
談

担
当
者
＝
人
権
擁
護
委
員

❖
相
談
専
用
電
話

☎（
０
５
２
）９
５
２
局
８
２
０
０

▼
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎（
０
５
２
）９
５
２
局
８
１
１
１

　

９
月
11
日
（
土
）
は
、「
警
察
相
談
の
日
」

で
す
。
緊
急
の
事
件
・
事
故
以
外
の
ご
相

談
は
、
１
１
０
番
通
報
で
は
な
く
、
警
察

総
合
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◉
警
察
総
合
相
談
窓
口

　

警
察
相
談
専
用
電
話
☎
♯
９
１
１
０

　

田
原
警
察
署
☎
23
局
０
１
１
０

※「
♯
９
１
１
０
」
は
、
ダ
イ
ヤ
ル
回
線

の
電
話
や
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
つ
な

が
り
ま
せ
ん
。
警
察
本
部
住
民
コ
ー
ナ
ー

直
通
電
話
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

☎（
０
５
２
）９
５
３
局
９
１
１
０

▼
田
原
警
察
署
警
務
課

☎
23
局
０
１
１
０　

22
局
９
７
３
７

フ
ェ
リ
ー
利
用
で

施
設
利
用
料
を
割
引

愛
知
県
防
災
航
空
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

合
同
訓
練
を
行
い
ま
す

弁
護
士
に
よ
る

東
三
河
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
法
律
相
談

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
な
ど
の

悩
み
ご
と
を
ご
相
談
く
だ
さ
い

特
定
健
康
診
査
を

必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う

緊
急
の
事
件
・
事
故
以
外
の
ご
相
談
は

警
察
総
合
相
談
窓
口
へ

市町村 施設名 料金（円）
通常 割引後

豊根村 茶臼山高原 リフト往復券 500 無料

伊勢市

おかげ横丁内
おかげ座

大人 300 200
小人 100 50

ちょんまげワールド
伊勢・安土桃山文化村

入村手形
大人 2500 2250
中高生 1200 1080
小学生 900 810

通行手形
大人 3900 3510
中高生 2500 2250
小学生 2000 1800

二見プラザ
二見シーパラダイス

大人 1300 1170
小中学生 600 540
幼児（３歳以上） 300 270

賓日館
大人 300 270
小人 150 100

※ほかの割引サービスとの併用はできません。
伊勢河崎商人館では、フェリー利用者を対象に、特典とし
て問屋グッズをプレゼントします。いずれもフェリー乗車
券の半券（領収書）をご提示ください。

　　http://www.taharakankou.gr.jp/

■割引内容一覧

詳しくは、田原市観
光協会ホームページ
をご覧ください。
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♥
地
球
温
暖
化
防
止
啓
発
ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

◉
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
状
況

　　

平
成
22
年
３
月
末
ま
で
に
、
市
内
50
の

公
共
施
設
に
、
合
計
２
２
１
・
70 

kW
の
太
陽

光
発
電
設
備
を
導
入
し
ま
し
た
。
平
成
21

年
度
は
、
福
江
市
民
館
に
10
・
０
kW
、
田

原
駅
南
公
共
駐
車
場
の
照
明
に
０
・
34 
kW

（
０
・
17 

kW
×
２
基
）、
緑
ヶ
丘
住
宅
集
会

場
に
５
・
50 

kW
の
設
備
を
導
入
し
ま
し
た
。

一
般
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入

量
は
、
７
５
４
件
で
合
計
２
９
０
０
・
90 

kW

に
な
り
ま
す
。
発
電
設
備
の
総
導
入
量

は
３
１
８
５
・
99 

kW
で
、
１
年
間
の
Ｃ
 O2

（
二
酸
化
炭
素
）の
排
出
削
減
量
は
、
約

２
５
６
１
t

－

Ｃ
 O2

と
な
り
、
原
油
に
換

算
す
る
と
約
１
０
０
０
k l
（
ド
ラ
ム
缶
約

５
０
０
０
本
分
）
に
相
当
し
ま
す
。

　

◉
小
学
校
高
学
年
の
部

　

宇
治
野
優
也
く
ん（
田
原
中
部
小
学
校
）

　
◉
小
学
校
高
学
年
の
部

　

井
本
汐
音
さ
ん（
亀
山
小
学
校
）

　
　
　

◉
中
学
校
の
部

　

藤
井
志
保
里
さ
ん（
赤
羽
根
中
学
校
）

＊
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
ティ
構
想

52

ゴミゴミンと
リサイクル
レンジャー

も
や
せ
る
ご
み
の
約
３
割
は
生
ご
み
で
、
そ
の
70
〜
80
％

が
水
分
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
ご
み
に
含
ま
れ
る
水
分

量
を
減
ら
し
て
、
ご
み
を
減
量
し
ま
し
ょ
う
。

生
ご
み
を
捨
て
る
前
に

水
分
を
し
ぼ
ろ
う
！

水
切
り
の
効
果
は
？

▼
清
掃
管
理
課

　

23
局
３
５
３
８

　

23
局
０
１
８
０

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
や
手
間
で
、ご
み
を

減
量
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。す
ぐ
に

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
度
、処
理
さ
れ
た
生
ご
み
は

約
５
２
４
４
ｔ
で
、そ
の
約
80
％
が

水
分
と
す
る
と
、約
４
０
０
０
ｔ
も

の
水
分
が
燃
や
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
一
世
帯
当
た
り
、一
日
に
大
さ
じ
３

杯
分
の
水
切
り
を
し
た
と
す
る
と
、

市
全
体
で
一
年
間
に
３
５
３
ｔ
の
ご

み
を
減
量
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
に
夏
は
、水
分
を
多
く
含
ん
だ

生
ご
み
が
出
さ
れ
や
す
い
季
節
で

す
。水
分
を
ギ
ュ
ッ
と
ひ
と
し
ぼ
り

し
て
か
ら
、生
ご
み
を
捨
て
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
を
減
量
で
き
る
ほ
か
に
も
、

い
ろ
い
ろ
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

◉
悪
臭
防
止

　

生
ご
み
に
含
ま
れ
る
水
分
が
多

　

い
と
、腐
敗
し
や
す
く
悪
臭
の

　

原
因
に
な
り
ま
す
。水
分
を
減

　

ら
す
こ
と
で
、悪
臭
を
軽
減
さ

　

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◉
ご
み
処
理
施
設
の
燃
焼
効
率
が

　

あ
が
る

　

水
分
量
を
減
ら
す
こ
と
で
、熱

　

効
率
が
よ
く
な
り
、機
械
の
負

　

担
も
減
ら
せ
ま
す
。

最後のひと
しぼりがポ
イントです！

※
平
成
22
年
３
月
現
在
の
学
校
名
で
す

田原駅南公共駐車場の
照明は、風力発電との
ハイブリッドです。パ
ネルに手をかざすと発
電量が表示されますの
で、ぜひ発電量を実感
してみてください。
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◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
９
０
９
人・
事
業
所
54
か
所（
７
月
末
現
在
）



63

防
災
ま
め
知
識

津
波
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
4　

過
去
の
教
訓
を
忘
れ
ず
に

こ
ん
に
ち
は
、“
か
ん
ち
ゃ
ん
”で

す
。「
津
波
被
害
を
防
ぐ
た
め

に
」
と
し
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。
押
し
寄
せ
る
津
波
か
ら
身

を
守
る
に
は
、
前
回
ご
紹
介
し
た
よ
う

に
と
に
か
く
避
難
す
る
こ
と
で
す
。
津

波
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
、
過

去
の
教
訓
か
ら
学
べ
る
こ
と
も
多
く
あ

り
ま
す
。

▪
「
津
波
見
物
」
は
絶
対
し
な
い
！

　

平
成
10
年
、
沖
縄
県
の
石
垣
島
沖
で

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
６
の
地
震
が
発

生
。
気
象
庁
は
石
垣
島
に
津
波
警
報
を

発
令
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
高
台
へ

避
難
せ
ず
、
カ
メ
ラ
を
片
手
に
海
岸
沿

い
に
集
ま
り
津
波
見
物
を
す
る
人
が
い

ま
し
た
。
さ
い
わ
い
、
津
波
が
と
て

も
小
さ
か
っ
た
た
め
、被
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

平
成
５
年
に

起
き
た
、
奥

尻
島
で
の
津

波
被
害
の
教

訓
は
、
残
念
な
が
ら
生
か
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

▪
俗
説
を
信
じ
ず
、
正
し
く
情
報
収
集

　

昭
和
57
年
に
日
本
海
中
部
地
震
が
発
生

し
、
海
岸
付
近
に
い
た
人
々
が
津
波
に
さ

ら
わ
れ
る
な
ど
の
被
害
が
多
く
発
生
し
ま

し
た
。

　

こ
の
地
震
が
発
生
す
る
ま
で
は
、「
日

本
海
側
に
は
津
波
は
な
い
」
と
い
う
俗
説

が
あ
っ
た
た
め
、
津
波
へ
の
警
戒
心
が
不

十
分
だ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

根
拠
の
な

い
俗
説
に
惑

わ
さ
れ
ず
、

テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
な
ど
の

津
波
に
関
す

る
情
報
に
耳
を
傾
け
、
正
確
な
情
報
を
入

手
し
ま
し
ょ
う
。

※
「
津
波
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
」
と
し
て
、

ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
で
こ
の

シ
リ
ー
ズ
は
最
後
で
す
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

姉妹都市 設楽町　三
み つ は し

都橋・豊
とよくに

邦交流センター
山や川などの自然を満喫できる、２つの交流センターをご紹介します。

◉周辺のおすすめスポットは？
　三都橋交流センター前の坂を上
がれば、「栗島河川公園」がありま
す。豊邦交流センター裏にも川があ
り、階段を下りれば、すぐに遊ぶこと
ができます。水遊びスポットは市ホー
ムページでもご紹介しています。

◉交流センターってどんなところ？
　豊川上下流域交流促進を目的に、廃校になった設
楽町の小学校を田原市が借り上げている施設です。
◉利用方法は？
◦対象　田原市民　※営利目的での利用は不可
◦活用方法　キャンプ、バーベキュー、スポーツなど
◦料金　無料（電気、水道などの使用料も無料）
　　　　無料レンタル品あり（ワンタッチテントなど）
◦申し込み　各交流センター会長へ電話にて（午後８
　　　　　　時まで）

※利用日当日に、交流センターで申込書に記入

※両交流センターの詳細は、ホームページの公共施設案内をご
覧いただくか、お問い合わせください。
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/

▲三都橋交流センター

申し込み先 電話番号
三都橋交流センター
会長　原

は ら い

井　正
ただし

さん
☎（０５３６）６４局５２６４

豊邦交流センター
会長　丸

ま る や ま ま さ か つ

山正勝さん
☎（０５３６）６４局５４９９

▲豊邦交流センター

▲栗島河川公園

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。
▶政策推進課☎２３局３５０７
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本誌は再生紙を使用しています。

N
o.672 平

成
22

年
８

月１
5

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

　

古
い
倉
庫
を
調
べ
た
ら
、
古
い
冊
子
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
田
原
中
部

小
学
校
の
郷
土
ク
ラ
ブ
が
、
昭
和
35
年
８

月
２
日
に
二
七
の
市
に
つ
い
て
調
べ
た
も

の
で
し
た
。

　

二
七
の
市
は
、
戦
国
時
代
、
田
原
城
下

町
で
は
じ
め
ら
れ
た
六ろ

く
さ
い
い
ち

斎
市
（
月
に
６
回
）

が
ル
ー
ツ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
34

年
９
月
ご
ろ
ま
で
、
旧
国
道
な
ど
で
開
か

れ
て
い
た
の
で
す
が
、
車
が
多
く
な
っ
た

た
め
安
全
な
船
倉
橋
西
広
場
～
あ
つ
み
の

郷
（
旧
渥
美
病
院
）
北
側
～
松
下
公
共
駐

車
場
（
昭
和
57
年
）
へ
と
開
催
場
所
を
変

え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
21
年
10

月
17
日
に
、
街
の
中
心
市
街
地
「
セ
ン
ト

フ
ァ
ー
レ
」
に
場
所
を
移
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
当
時
の
小
学
生
が
調
べ
た
記

録
に
よ
る
と
、
昭
和
35
年
は
２
４
０
軒
の

出
店
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
前

は
昭
和
10
年
に
２
９
１
軒
、
昭
和
13
年
に

３
２
３
軒
、
昭
和
23
年
に
２
４
８
軒
の
出

店
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和

16
年
の
子
ど
も
の
作
文
に
よ
れ
ば
、
現
在

の
旧
国
道
沿
い
に
、
出
店
が
町
の
端
か
ら

端
ま
で
１
km
に
及
ぶ
と
き
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
一
番
多
く
売
ら
れ
て
い
た
も
の
は
、

野
菜
・
果
物
類
で
、
各
年
８
割
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
。
野
菜
は
「
な
す
、
き
ゅ
う

り
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
じ
ゃ
が
い
も
、
玉
ね
ぎ
、

さ
と
い
も
、
さ
つ
ま
い
も
、
な
ん
ば
、
な

ん
ば
と
う
、
ま

め
、
と
う
が
ん
、

し
そ
、白
さ
い
」、

果
物
は
「
す
い

か
、
き
な
う
り
、

ま
く
わ
う
り
、

ト
マ
ト
、
メ
ロ

ン
う
り
」
で
、

懐
か
し
い
呼
び

名
も
見
ら
れ
ま

す
。
ま
た
「
か

ぶ
と
虫
」
も
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
旧
国
道
か
ら
移
転
し
た
翌
年

の
調
査
で
、「
交
通
上
の
問
題
は
あ
る
程
度

排
除
で
き
た
が
、
今
回
の
所
は
場
所
が
せ

ま
く
、
混
雑
度
は
以
前
よ
り
ひ
ど
く
な
っ

て
い
る
。
何
と
か
対
策
を
打
っ
て
伝
統
あ

る
田
原
の
市
を
正
し
く
運
営
し
、
購
買
者
、

販
売
者
共
に
便
利
な
よ
う
に
図
る
必
要
が

あ
ろ
う
」（
原
文
ま
ま
）
と
鋭
い
意
見
を
述

べ
て
い
ま
す
。
意
外
に
二
七
の
市
の
記
録

は
少
な
く
、
こ
の
小
学
生
が
書
き
残
し
た

記
録
は
貴
重
な
も
の
で
す
。

５
０
０
年
余
り
続
く
伝
統　

二に

し

ち七
の
市い

ち

　

市
に
は
特
別
な
施
設
は
な
く
、
農
家
や

商
店
の
方
た
ち
が
広
場
に
集
ま
り
、
露
天

に
店
を
広
げ
、
市
を
開
き
ま
す
。
今
も
季

節
の
野
菜
を
中
心
と
し
た
店
が
並
び
ま
す
。

し
か
し
、
ど
ん
な
も
の
で
も
手
に
入
る
こ

の
時
代
に
、
こ
の
よ
う
な
素
朴
な
市
が
続

い
て
い
る
こ
と
は
不
思
議
で
す
。
二
七
の

市
は
、
宗
教
行
事
を
除
け
ば
５
０
０
年
余

り
受
け
継
が
れ
て
い
る
田
原
で
最
も
古
い

伝
統
と
言
え
ま
す
。
現
在
、
市
が
開
か
れ

て
い
る
セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ
は
現
代
的
な
商

業
施
設
な
の
で
、
こ
こ
で
伝
統
あ
る
市
が

開
か
れ
る
こ
と
も
不
思
議
な
気
が
し
ま
す
。

現
代
的
な
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
似
合
わ
な
い

素
朴
な
商
品
が
多
い
な
か
、
市
に
は
決
し

て
お
金
で
は
買
え
な
い
何
か
不
思
議
な
魅

力
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。　
　
　
（
増
山
）

▼▼
２
階
ま
で
立
派
に
伸
び
た

ゴ
ー
ヤ
の
エ
コ
カ
ー
テ
ン
。
お

世
話
を
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
が
、
葉
っ
ぱ
の
陰
か
ら
ひ
ょ
っ
こ
り

と
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
す

る
と
、口
々
に「
臭
い
～
！
」の
大
合
唱
。

私
も
そ
お
っ
と
顔
を
近
づ
け
る
と
、
独

特
の
香
り
が
ぷ
～
ん
。
ゴ
ー
ヤ
の
香
り

を
初
体
験
し
た
子
ど
も
た
ち
。
い
ろ
ん

な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。（
Ｏ
）

【
表
紙
の
写
真
】ゴ
ー
ヤ
の
エ
コ
カ
ー
テ
ン（
中
部
保
育
園
）

▲昭和51年の市の様子

◦昭和初期の市の様子（柳町通り・田原町）

※
こ
の
と
き
の
調
査
で
は
、
果
実
的
野
菜
も
果
物

　

と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
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